
けんちくこう

の構造物に対し 2. 隠;uにおける建築限界外の余俗(単位 mm)

て定めたもので l ~包.ffD
ある。---白 、

架空電車線に

よって電気巡;1去

をする区間に対

する限界につい

ては， 架空也事

総およびその懸

丞装置(吊梨〔ち

ょうが〕線， ハ

Y ガー， 碍子〔が

いし J，ス パ γ線，

山記長引または娠

止装置等) はこ 凡例 によ笠ヰziE竺
の限界内に入っ 一一一一位の場合はける盛寮限界

ーーー鴨過の区間に対する余幡

てもよいが， こ 一一昨電車線に制電気蹴判明聞において削に肌
極集剛界~踊少し得る臥11:

れらの懸垂装置 剛電車線に伽電抗運転1:' 1.t"t1l聞に刈する余裕

を支持する電線 ・ プラケ γ ト ・ ピームその他の固定作j造物はも

ちろんこの限界内に入つてはならない。この限界は軌道中心線

における商さを， 架空電車線の際準高さ 5，200.mm の上部に，懸

ill装置に必要な高さ 500mm を と り ， 5 ，700 mm とし，その形は

車両が傾斜した場合の集包装置(パンタグラフ)の端に約 150

mm の余僚をとって定めてある。

l>re梁，隊道， 雪覆および跨線橋の部分ならびにその前後の限

界は，架空包車線の高さを 4 ，550 mm まで滅じ 1!i1ることをもとと

し，これに懸丞装置の余裕 500 mm をとって 5 ，050 mm として

いる。

停車場r，'Ii内の荷物自主卸和~等で， 作業上必援がある場合の限界

は架空電車線の高さを 5 ，500 mm まで術大し得るので， その上部

に 500 mm の懸垂装置の余絡をとって， 6 ，000 mm としている。

'*'峰場上主誌のひさしの部分の限界は， 架空電車線の高さを

4 ，700mm まで滅じ得るので，懸垂装位の余裕 500 mm をとって ，

5 ，200 mm とした。この場合はひさしの総造上軌道中心線の左右

500mm だけでよいので， 上部の形状が前の三者 と 異なっている。

来降場および荷物f.l't卸I品に対する限界は， 車両限界の軌道中

心からの問 1 ，500 mm に ， 車両のill!J揺等のため余絡 50 mm を加え

て ， 1 ，550mm となっているが，現有の車両はまだ車両限界の大

きさに逮せず， ïIJ:Jî'-以外は 1，32 1 mm 以下であるので， 旅客の乗

降および荷物の僚在]しの使宜上暫定的に 1 ，400 mm まで縮小し

でも よい こととなっている。軌条菌からの高さ 1 ，1l 0 mmは梁降

場および荷物駁卸場の高さのうち， 最高の 1 ，100 mm に 10 mm 

の余裕を見込んだものである。

信号原誠， 特殊隊道およびm梁に対する限界は舷鰍際識， 隊

道断商内下部に通信および電力線のダグ ト を設置する特殊な隠

道， 矯梁の内下路プレートガー ダおよび榊桁(けた)で横桁を取

付ける部分等に対するものである。

その他の限界は軌道併進上， 作業上あるいは工事政の節減上

特に設けてあるものである。ー」日本国有鉄道建設規程。(}l 1附

敏悦)

けんちくこうし ゅ 建築工手 建築区・保線区におかれる戦

で，建築工手長の指俸をうけて，建物およびその付裕設備の保

守作業および施工作業に従事するものである。必要ある場合に

は，建物付術!TI}也の保守作業をも行う。(加藤誠次郎)

けんちくこうし ゅちょう 建築工手長 建築区 ・ 保線区にお

かれる職で， 建築分区長または営繕土の指f4iをうけ建築工手を
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建築規定軌条部分明細図
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2. m築定規(単位 mm) 軌間 762mm

建築規定軌条部分明細図
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